
＜教育目標＞

校長　越智 勝也 日 曜

9 火

10 水

11 木

15 月

17 水

18 木

19 金

21 日

23 火

24 水

25 木

29 月

30 火

日 曜

1 木

参観日(授業参観、学年ＰＴＡ)

学校保健委員会(5・6年)

14 水 クラブ活動(3年生見学)

15 木 避難訓練（地震・火災）

16 金 新入生１日体験入学

21 水

26 月

29 木

日 曜

8 金

12 火

14 木

15 金

21 木

22 金

25 月

28 木

16 火

クラブ活動

しらさぎ集会　租税教室(6年)

ＰＴＡ役員会

＜２月の主な行事＞
行　　事　　内　　容

離任式

しらさぎ集会

修了式

＜３月の主な行事＞

(1～3年13：10下校、4～6年14：35下校)

委員会活動

地域未来塾

教育相談旬間心のアンケート

【就学援助制度について】
・西条市では、経済的な理由により、給食費・学用品
費等の学校での学習に必要な費用の支払いが困難な保
護者に対して、就学援助の制度を設けています。希望
される方は、壬生川小学校までお問い合わせくださ
い。
【お子様の送迎時等の駐車について】
・学校の近隣にお住いの方々のご迷惑にならないよう
駐車の場所にご配慮ください。特に正門前の道路脇は
住宅地の一部であり、壁の外も含めて住宅の土地と
なっておりますので、そちらへの駐車はご遠慮いただ
きますようお願い申し上げます。

避難訓練（不審者）

身体測定（～19日)

人権・同和教育研修会

行　　事　　内　　容

ＰＴＡ役員会(新旧引継ぎ会)

お別れ遠足　６年生を送る会

学年末懇談会①

学年末懇談会②

給食最終日

卒業証書授与式

委員会活動

教育相談旬間心のアンケート

6 火

しらさぎ集会　地域未来塾（最終）

西条市立壬生川小学校

し ら さ ぎ令和５年度 ｢共に学び合う やさしく
　たくましい 壬生川っ子の育成｣学校だより[１月号]

地域未来塾　学校関係者評価委員会

西条市ＰＴＡ大会

新年の 白紙綴じたる 句帖かな ＜１月の行事予定＞

　新たな年の始まりです。皆様、今年もどうぞよろ
しくお願いいたします。早速ですが、標記は、正岡
子規の俳句です。白紙を束ねた句帳からは、晴れや
かでありながらも少し緊張感を伴い、新年を迎える
心新たな気持ちが届いてきます。教職員一同、気持
ちを引き締め直し、今年度の締め括りとなる３学期
に臨みます。
　ここで、毎年恒例にしている｢辰年｣を探ってみま
した。12年前(2012年)は、東京スカイツリーの開
業、ｉｐｓ細胞を発見した京都大学の山中伸弥教授
がノーベル生理学・医学賞を受賞など。24年前
(2000年)は、ＢＳデジタル放送の開始、2000円札の
発行など。36年前(1988年)は、青函トンネルや東京
ドーム、瀬戸大橋など大型建造物の竣工、社会現象
となった｢ドラクエⅢ｣の発売など。48年前(1976年)
は、宅配大手による宅急便のサービス開始、日本初
の五つ子誕生など。60年前(1964年)まで遡ると、ア
ジア初となる東京オリンピックの開催、世界初の高
速鉄道｢東海道新幹線｣の開業など。そして、今年
は、フランスで夏季オリ・パラが開催されたり、新
札が登場したりします。他にも、その時々のテレビ
番組や流行歌、流行語、映画、ファッションなどを
探ってみると、面白そうであり、懐かしく感じるこ
ともできそうです。辰年は、努力した成果が実を結
ぶような出来事もたくさん起こっていると言われて
います。この１年、子どもたちや皆様にとって、た
くさんの成果が残ることをお祈りします。
　さて、その成果(結果)というものは、待っていて
も出てくることはありません。成果を出すために
は、数々のやるべきことが存在します。これまた、
いつものようにネットで検索してみると、例えば、
｢対象｣が子どもや若者、ベテランであったり、｢規
模｣が個人やチーム、組織全体であったりと、実に
多種多様な情報を確かめることができます。その中
を眺めていくと、『成功への３条件』などといった
フレーズが多く見られます。私は、その３条件を挙
げている中から、｢素直であること｣・｢レスポンス
(失敗に学ぶこと)と行動力｣・｢タフであること｣と
いう内容に目が留まりました。常々、子どもたちや
教職員(自分自身も)には、｢失敗をいい学びに替え
ながら、前(次)へ進もう｣と呼び掛けています。今
年も目標の達成に向けて数々のチャレンジを重ねな
がら、大小様々な成果が出ることを期待していま
す。
　それでは、寒さが一段と厳しくなる時季です。引
き続き、体調管理に気を付けながら過ごすようご指
導ください。今後も、ご支援ご協力の程、よろしく
お願いいたします。

地域未来塾

行　　事　　内　　容

始業式（11：30 集団下校）

給食開始

＜お知らせ・お願い＞



　早くも３学期がスタートし、卒業まで残り２か月余
りとなりました。中学校に向けて、学習の総まとめに
取り組んでいきたいと思います。ご家庭でも、少しず
つ復習を進めていただけると幸いです。ご協力の程よ
ろしくお願いいたします。

★卒業プロジェクト始動
　総合的な学習の時間では、卒業に向けて、お世話に
なった方々に感謝の気持ちを伝えたり、小学校生活の
思い出を残したりする活動に取り組みます。自分たち
の力で企画し、実行する活動です。一人一人のよさを
生かしながら、更に大きく成長することを願っていま
す。

＜ ５ 年 生 ＞ ＜ ６ 年 生 ＞

＜今月のお知らせ･お願い ～ 特別支援教育 及び 各学年(１～６年)より＞

＜特別支援教育＞

＜ １ 年 生 ＞ ＜ ２ 年 生 ＞

　３学期がスタートしました。もうすぐ、５年生(高学
年)。３学期は、次の学年への０学期だと意識させなが
ら活動していきます。学期の後半には委員会活動も始
まります。
　子どもたちの成長を楽しみに
しています。今学期もよろしく
お願いいたします。
★彫刻刀のご準備を！
　図画工作科で版画をするため、｢彫刻刀｣が必要で
す。かにさんノートをご確認の上、準備をお願いしま
す。
★裁縫セットのご準備を！
　注文用紙を配付します。注文する方は、1/17(水)ま
でに注文書を持たせてください。すでにお持ちのご家
庭は、注文する必要はありません。また、各自で別に
購入しても結構です。

　いよいよ３学期のスタートです。１、２、３月は
「行く、逃げる、去る」といわれるように、あっとい
う間に過ぎてしまいます。今年のめあてをしっかり決
め、４年生に向けた準備ができるように、一日一日を
大切にして充実させたいと思います。今学期もよろし
くお願いいたします。

★縄跳び
　体育の授業で縄跳びをしますので、
子どもたちに持たせてください。
　冬休みの体力づくりの成果が見られ
ることも楽しみにしています。

　３学期スタートです。２年生をすっきりと、しっか
りと締めくくれるように、「えがおでピース」でがん
ばっていきます！今学期もよろしくお願いいたしま
す。
★生活科「あしたへジャンプ」
　生活科で、自分の成長をアルバムにまとめる学習が
始まります。２学期末懇談会でお伝えしたように、写
真と手紙を茶封筒に入れ、１月12日(金)までに学校へ
持たせてください。
★おかしの空き箱
　１月末に、図画工作科で空き箱を組み合わせて、
ドールハウスを作ります。また、２月初めには、１日
体験入学でおもちゃランドを再び開きます。おもちゃ
作りにも、空き箱を活用させていただきますので、空
き箱を集めておいてください。詳しくは、１月末のか
にさんノートで、お知らせします。

　この前入学したと思っていたのに、｢あっ｣という間
に１年生の終わりが近づいてきました。２年生に向け
て、より一層たくましく成長できるように支援してい
きたいと思います。今学期もよろしくお願いいたしま
す。
★縄跳び
　冬休み中に引き続き、体育の授業や休み時間に縄跳
びの練習を頑張っていきます。
★筆箱の中身今一度ご確認をお願いします。
　以下の５種類の物が揃っているか確認してくださ
い。
①鉛筆５本（毎日削る）　②赤鉛筆　③ものさし
④消しゴム（消しやすいもの）⑤名前ペン

＜ ３ 年 生 ＞ ＜ ４ 年 生 ＞

　2024年のスタートです。新しい年、新しい気持ちで、新しい目標に向かってチャレンジしたいですね。
　達成できるかどうかはさておき、頑張ろうと子どもが一生懸命になることに価値があります。
　子どものやる気を、内側から湧き出させてあげましょう！
①本人に決めさせる。                　　　　　　　　　　 　　　　②頑張る理由(何のために取り組むか）を確認する。
③目標を細分化（スモールステップでクリア）する。 　 ④「できそう」と思える目標にする
⑤前進を感じさせる（できていることに注目する）。  　⑥定期的に現状・課題を理解させる。
⑦手本になる人を見つける。          　 　　　　　　　　　　 　⑧環境が合わないときは変えてみる。
⑨目につくところに目標を掲示する。    　　　　　　　　     ⑩達成時のビジョンを想像させる。
　　　　　できそうなことだけでも試してみてください。　（Instagram：soukuru.senseiより参照）

子どもの目標・夢の達成のために　大人ができる１０のコツ

　いよいよ３学期が始まりました。３学期は「新学年
の０学期」とも言い、次の学年(６年)に向けた準備を
する大事な時期です。３か月後、どのような６年生に
なっていたいか、何ができるようになっていたいか、
より具体的な目標を立て、５０人みんなが、次なるス
テップへ進めるよう全力で頑張りますので、ご協力の
程よろしくお願いいたします。

★エプロン作成(家庭科)
　家庭科では、ミシンを使っ
てエプロン作りを行います。
注文用紙を配付しますので、
子どもに持たせてください。


